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発明の概要

【課題】π電⼦共役性を⼗分に発現しながら、有機溶媒に対する溶解性が⾼く成膜性
が良好で、且つ、安定性と耐久性に優れる含フッ素π共役系環状⾼分⼦の製造⽅法と
該製造⽅法によって得られる含フッ素π共役系環状⾼分⼦及びそれを⽤いた発光素⼦
を提供する。
【解決⼿段】本発明は、遷移⾦属触媒を⽤いるホモ⼜はクロスカップリング反応に
よって含フッ素π共役系環状⾼分⼦前駆体モノマの単独重合⼜は共重合を⾏って製造
される含フッ素π共役系環状⾼分⼦の製造⽅法であって、前記含フッ素π共役系環状⾼
分⼦前駆体モノマが、⼆重結合の⼀つ及びフッ素元素の⼀つ以上を１分⼦中に有する
単環状⼜は鎖状の化合物（Ａ）と、π共役系の環状化合物であって、核置換基として
オルト位に２個⼜は４個の⽔酸基及びパラ位に臭素原⼦、塩素原⼦⼜はヨウ素原⼦を
有する化合物（Ｂ）と、の反応によって合成されることを特徴とする。
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